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ラフ化して示す，Google Books Ngram Viewer（1500年以降の用例が集められている）を参照す
ると，＜1512－1518，1587－1594，1828－1834，1870－1879，1885以降＞に ‘transnational’ の使用
例が集められているので，19世紀以前から使用例はあったと認識を改めたい。16世紀の２期間を除
けば，17－19世紀を通じて使用例は多くなかったが，1950年代半ばから使用比率が微増し始め，
1960年代以降は急激に増加してきている。1980年代に一時落ち込みは見られるものの，その後も急
増傾向を取り戻している。
2015年９月に，オックスフォードの書店を訪れた際に，最新の人類学教科書を何冊か手にしてみ
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た。一つの章がグローバル化とトランスナショナルな様相の解説に充てられることが共通となって
いた。
21世紀に入ってからの交通・通信手段のイノベーションが人々の生活スタイルに及ぼした影響は
著しく，とくに遠距離移動の高速化（飛行機利用の拡大。高速船）により，遠く別れてもすぐ会い
に行ける。電子メール・ネット電話・携帯電話で，遠く離れていても，安く，簡単に，頻繁に連絡
しあえるようになった。そして，より重要な変化は，国際クレジットカードの家族カードの普及で，
海外にいる家族と生計を共にできるようになった，という点である。
世帯を別に分ける，ということの意味の変化を捉えなおしていく必要があるであろう。それとと
もに，国民概念，国家行政・経済政策の基本思想も根本から見直していく流れとなるのではないか
と考える。グローバル人材は国境をまたぐ生活が身近になるが，そうした事例をマクロ，ミクロの
両面から取り上げて，様々な問題を発掘し，比較検討して，理論化を目指すのが，本研究計画の目
標である。
２．研究組織
研究員：植野弘子・山本須美子・小林正夫・後藤武秀・長津一史・箕曲在弘・鈴木佑記
客員研究員：宮下良子・井出弘毅・吉川美華
研究協力者：西野理子
大学院学生：貝吹一成
分担役割
総括 松本誠一
汎アジア　統計 西野理子（家族・世帯）・小林正夫（労働）
東アジア　（韓国）
　　　　　（中国・台湾）
松本誠一・井出弘毅・宮下良子・吉川美華
後藤武秀・植野弘子
東南アジア　（大陸部）
　　　　　　（島嶼部）
箕曲在弘・鈴木佑記・貝吹一成
長津一史
南アジア 小林正夫・山本須美子
以上は初期メンバーであるが，バイラビレンドラ研究員（南アジア），権香淑客員研究員（中国
朝鮮族）にも参加協力を得ている。
各分担研究者がそれぞれの研究を進める過程で協力を得ている多くの方々，機関 については，そ
れぞれの報告書の中で言及され，謝辞が述べられている。
３．研究経過
2015年１月28日　共同研究の事前打合せ
2015年４月25日　採択結果を受けてのメンバー顔合わせ・研究推進打合せ
2015年６月27日　研究集会「＜国境をまたぐ家族＞広域調査法検討 学術集会」
2015年７月25日　 学術シンポジウム「国境をまたぐ生活スタイル──東アジア・東南アジア・南ア
ジアの事例を通じて」
2015年８月～９月　海外調査実施
2015年11月28日　海外調査報告会
2016年２月　研究集会報告書（東洋大学アジア文化研究所資料集）発行
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４．研究集会
⑴　「＜国境をまたぐ家族＞広域調査法検討 学術集会」
開催日時：2015年６月27日（土）　13：00－18：00
会場：東洋大学白山キャンパス　２号館３階 第１会議室
司会：西野理子（東洋大学社会学部・教授）
趣旨説明：松本誠一（研究員。東洋大学社会学部・教授）
「交通・通信手段の発展と＜国境をまたぐ家族＞層増加の関係について」
報告１：松本誠一「国際クレジットカード各社の『家族カード』使用条件の比較」
報告２：小林和美（大阪教育大学教育学部・教授）
「韓国の『早期留学』研究を通じてみた＜国境をまたぐ家族＞」
報告３：清水浩昭（日本大学文理学部・元教授）
「＜国境をまたぐ家族＞国際調査への提言──『世帯・家族』調査票の研究史的検討を通じて」
討論者： 鄭大均（元首都大学東京教授），喜岡恵子（研究員），小林正夫（研究員），バイラビレ
ンドラ（客員研究員），井出弘毅（客員研究員），権香淑（客員研究員）
⑵ 　「＜国境をまたぐ生活スタイル──東アジア・東南アジア・南アジアの事例を通じて＞　学術
シンポジウム」（公開）
開催日時：2015年７月25日（土）　13：30－18：00
会場：東洋大学白山キャンパス　６号館３階 6309教室
司会：植野弘子（研究員。東洋大学社会学部・教授）
趣旨説明：松本誠一（所長。東洋大学社会学部・教授）
「＜国境をまたぐ生活スタイル＞　東アジア・東南アジア・南アジアの事例を通じて」
東アジア報告：太田心平（国立民族学博物館民族社会研究部・准教授）
「移住への渇望──21世紀の韓国人外国居住者のユートピア性」
コメント：箕曲在弘（研究員。東南アジア分担。東洋大学社会学部・専任講師）
東南アジア報告：田村慶子（北九州市立大学法学部・教授）
「コーズウェイを越えて──『イスカンダル開発プロジェクト』と越境するシンガポール人」
コメント：小林正夫（研究員。南アジア分担。東洋大学社会学部・教授）
報告者４：バイラ・プラサド・ビレンドラ（客員研究員・東洋大学文学部・助教）
「国境をまたぐ，言語をまたぐ──ネパール大震災支援活動から窺えること」
コメント：井出弘毅（客員研究員。東アジア分担）
討論者： 西野理子（東洋大学社会学部・教授），後藤武秀（研究員），長津一史（研究員），鈴木
佑記（研究員），飯塚勝重（客員研究員）
なお，この研究集会は白山社会学会と共催し，白山社会学会研究大会（6307教室）と並行して発
表を進め，懇親会も８号館１階食堂で共催した。
⑶ 　平成27年度井上円了記念研究助成・大型研究「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの
研究──東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」現地調査報告会（アジア文化研究所
研究例会。公開）
開催日時：2015年11月28日　13：30－17：30
会場：東洋大学白山1602教室
司会：松本誠一
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報告
【東アジア】吉川美華（客員研究員）
「韓国の出入国管理法改正過程から見る移住外国人政策の変化」
【南アジア】山本　須美子（研究員）
「江戸川区在住インド人家族にみるトランスナショナリズム──子どもの教育をめぐる選択」
【東南アジア──大陸部】貝吹一成（社会学研究科社会学専攻博士前期課程）
「タイで働くCLM諸国の外国人労働者に関する調査報告──資料編」
鈴木佑記（研究員）
「タイで働くCLM諸国の外国人労働者に関する調査報告──フィールド編」
箕曲在弘（研究員）
「ラオスにおける国境を跨いだ生活の諸相──複数の事例をもとにした研究課題の提示」
【討論──比較，マクロ研究への要望】16：20－17：30
この調査報告原稿をもとに改稿した報告論文は以下に掲載する。なお，箕曲在弘研究員は当日，
国際開発学会賞受賞式と重なったため，欠席し，その代わりに論文を寄せての参加となった。
５．報告書
上の⑴⑵の詳細については，別冊報告書（アジア文化研究所資料集）として印刷発行する。
⑶については次頁以降に掲載する。
